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（２）子供の頃の早寝早起き朝ごはん習慣と現在の基本的生活習慣の関係 

子供の頃に早寝早起き朝ごはんをよくしていた人は、大人になった現在、朝食を食べる、起

床・就寝時間が早い、運動をよくしているといった規則正しい生活習慣（睡眠・朝食・運動習慣）

をしている人の割合が高くなる傾向がみられた。 

 ＜規則正しい生活習慣（睡眠・朝食・運動習慣）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子供の頃の早寝早起き朝ごはん習慣と現在の生活状況の関係 

子供の頃に早寝早起き朝ごはんをよくしていた人ほど、大人になった現在、仕事にやりがいを

感じていたり、家事をしていたり、食事や睡眠といった子供へのしつけをしていると答えた人が

多くなる傾向がみられた。 

 ＜仕事のやりがい＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２－１ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と規則正しい
生活習慣（睡眠・朝食・運動習慣）（現在）の関係 

図１－２－２ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と朝食の有
無（現在）の関係 

図１－２－３ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と起床時間
（現在）の関係 

図１－２－４ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と就寝時間
（現在）の関係 

図１－３－１ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と仕事
のやりがい（現在）の関係 

図１－３－２ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と社会
に役立つ仕事をしている（仕事のやりがい）
（現在）の関係 
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＜家事＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜子供へのしつけ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、早寝早起き朝ごはんをよくしている人ほど、体力に自信がある人や健康だと思ってい

る人、メンタルヘルスが良好な人が多くなる傾向がみられた。 

 

＜自分の体力に関する意識＞            ＜健康に対する意識＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３－３ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と家事
（現在）の関係 

図１－３－５ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と子供
へのしつけ（食事）（現在）の関係 

図１－３－６ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と子供
へのしつけ（睡眠）（現在）の関係 

図１－３－７ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と自分
の体力に対する（現在）の関係 

図１－３－８ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と健康
に対する意識（現在）の関係 

図１－３－４ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と日用
品や食品の買い物をすること（現在）の関係 
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＜メンタルヘルス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３－９ 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）と 
メンタルヘルス（現在）の関係 

図１－３－10 早寝早起き朝ごはん習慣（子供の頃）とイラ
イラすること（メンタルヘルス）（現在）の
関係 
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２．子供の頃の家庭の経済状況と現在の資質・能力の関係 

 

結果② 子供の頃、早寝早起き朝ごはんをよくしていた人ほど、家庭の経済状況に関わらず、 

大人になった現在、資質・能力が高い。また、親から生活習慣等のしつけを受けていた人ほ 

ど、家庭の経済状況に関わらず、大人になった現在、資質・能力が高いが多くなる傾向がみ 

られる。 

 

（１）家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはん習慣と現在の資質・能力の関係 

子供の頃に早寝早起き朝ごはんをよくしていた人ほど、家庭の経済状況に関わらず、大人にな

った現在の自尊感情（自分のことが好きである）、規範意識（電車やバスに乗ったとき、お年寄

りや身体の不自由な人には席をゆずろうと思う）、文化的作法・教養（目上や年下の人話すとき

は丁寧な言葉を使うことができる）、へこたれない力（何事も前向きに取り組むことができる）

といった資質・能力が高い人が多くなる傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自尊感情＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１－２ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはんの習慣

と自尊感情（現在）の関係 

図２－１－１ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはんの習慣と資
質・能力８項目（現在）の関係 
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＜規範意識＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１－３ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはんの習慣
と自分のことが好きである（自尊感情）（現在）の関係 

図２－１－４ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはんの習
慣と規範意識（現在）の関係 

図２－１－５ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはんの習慣と
電車やバスに乗ったとき、お年寄りや身体の不自由な人には席を
ゆずろうと思う（規範意識）（現在）の関係 
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＜文化的作法・教養＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜へこたれない力＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２－１－８ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはんの習慣と
へこたれない力（現在）の関係 

図２－１－６ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはんの習
慣と文化的作法・教養（現在）の関係 

図２－１－７ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはんの習慣と目
上や年下の人と話すときは丁寧な言葉を使うことができる（文化的作
法・教養）（現在）の関係 
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（２）家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけと早寝早起き朝ごはん習慣と現在の資質・

能力の関係 

子供の頃に親からの規則正しい生活習慣のしつけを受け、早寝早起き朝ごはんをよくしてい

た人（しつけ（多）早寝習慣（多））ほど、そうでなかった人（しつけ（少）早寝習慣（少））と

比べ、家庭の経済状況に関わらず、大人になった現在の自尊感情（自分のことが好きである）、

規範意識（電車やバスに乗ったとき、お年寄りや身体の不自由な人には席をゆずろうと思う）、

文化的作法・教養（目上や年下の人話すときは丁寧な言葉を使うことができる）、へこたれない

力（何事も前向きに取り組むことができる）が高い人が多くなる傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１－９ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の早寝早起き朝ごはんの習慣と何
事も前向きに取り組むことができる（へこたれない力）（現在）の関
係 

図２－２－１ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけの多寡と早寝早起き朝ごはんの
習慣と資質・能力８項目（現在）の関係 
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＜自尊感情＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜規範意識＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２－２ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけの多寡と早寝早起き朝ごはんの習慣
と自尊感情（現在）の関係 

図２－２－３ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけの多寡と早寝早起き朝ごはんの習慣
と自分のことが好きである（自尊感情）（現在）の関係 

図２－２－４ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけの多寡と早寝早起き朝ごはんの習慣
と規範意識（現在）の関係 
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＜文化的作法・教養＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２－５ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけの多寡と早寝早起き朝ごはんの習慣
と電車やバスに乗ったとき、お年寄りや身体の不自由な人には席をゆずろうと思う（規
範意識）（現在）の関係 

図２－２－６ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけの多寡と早寝早起き朝ごはんの習慣
と文化的作法・教養（現在）の関係 

図２－２－７ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけの多寡と早寝早起き朝ごはんの習慣
と目上や年下の人と話すときは丁寧な言葉を使うことができる（文化的作法・教養）（現
在）の関係 
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＜へこたれない力＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）子供の頃の親からの規則正しい生活習慣のしつけの多寡と、大人になった現在の子供への

しつけの多寡の関係 

＜子供へのしつけ（食事）＞           ＜子供へのしつけ（睡眠）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２－８ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけの多寡と早寝早起き朝ごはんの習慣
とへこたれない力（現在）の関係 

図２－２－９ 家庭の経済状況別にみた子供の頃の親からのしつけの多寡と早寝早起き朝ごはんの習慣
と何事も前向きに取り組むことができる（へこたれない力）（現在）の関係 

図２－２－10 子供の頃の親からの規則正しい生活習慣のしつけ
の多寡と大人になった現在の子供へのしつけ（食
事）の多寡の関係 

 

図２－２－11 子供の頃の親からの規則正しい生活習慣のしつけ
の多寡と大人になった現在の子供へのしつけ（睡
眠）の多寡の関係 

 



-20-

 ３．子供の頃の朝活と現在の資質・能力や生活状況の関係 

 

結果③ 子供の頃、朝早く起きて活動【朝活】をしていた人ほど、大人になった現在の 

資質・能力が高く、普段の生活が充実していると感じている人の割合が高い。 

 

（１）子供の頃の朝活と現在の資質・能力の関係 

子供の頃に朝活として運動・スポーツ（なわとび・かけっこ・野球等）をしていた人ほど、 

現在の人間関係能力（初めて会った人とでもすぐに話ができる）やへこたれない力（何事も前向

きに取り組むことができる）が高い人が多くなる傾向がみられ、家事の手伝い（靴みがき、ゴミ

出し等）をしていた人ほど、現在の規範意識（電車やバスに乗ったとき、お年寄りや身体の不自

由な人に席をゆずろうと思う）や文化的作法・教養（目上や年下の人と話すときは丁寧な言葉を

使うことができる）が高い人が多くなる傾向がみられた。 

また、子供の頃に朝活として勉強（宿題を含む）をしていた人ほど、現在の自尊感情（自分の

ことが好きである）や意欲・関心（もっと深く学んでみたいことがある）が高い人が多くなる傾

向がみられ、読書（絵本・マンガを含む）をしていた人ほど、現在の共生感（悲しい体験をした

人の話を聞くとつらくなる）や意欲・関心（もっと深く学んでみたいことがある）が高い人が多

くなる傾向がみられた。 

 

＜運動・スポーツ（なわとび・かけっこ・野球等）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１－１ 朝活の運動・スポーツ（子供の頃）と人間関係能力
（現在）の関係 

図３－１－２ 朝活の運動・スポーツ（子供の頃）と初めて会
った人とでもすぐに話ができる（人間関係能
力）（現在）の関係 

図３－１－３ 朝活の運動・スポーツ（子供の頃）とへこたれない
力（現在）の関係 

図３－１－４ 朝活の運動・スポーツ（子供の頃）と何事
も前向きに取り組むことができる（へこた
れない力）（現在）の関係 















































 18 

（２）中学生の頃の体験についてお聞きします。 

 

〔4−21〕あなたは、中学生の頃、定期テストの１週間前はどのように勉強していましたか。（○は１つ） 

 

1. テスト範囲をくまなくコツコツ勉強していた 

2. テストに出そうなところにヤマを張り、そこを集中的に勉強していた 

3. テスト前日になってから、慌てて一夜漬けで勉強していた 

4. 特に勉強しなかった 

5. その他（                        ） 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 


